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　段ボール製の甲冑を装着して、松野町内随所
にある史跡などを巡る駅伝大会。順位のほかに
甲冑のデザインや、パフォーマンスに対する賞
も設けられており、普通の駅伝大会とは一風
違った特色のある大会である。
　今年は12月開催予定。

松野町﹁武者伝走﹂
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平
成
25
年
度 

事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

県
市
町
振
興
協
会　

理
事
会
・
評
議
員
会　

【
第
2
回
定
例
理
事
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
白
石
勝
也
松
前
町
長
）
は
、
平

成
24
年
度
第
2
回
定
例
理
事
会
を
3
月
18

日
㈪
、
午
前
9
時
30
分
か
ら
「
愛
媛
県
自

治
会
館
」
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、
白
石
勝
也
・
寺
井
克

之
（
松
山
市
議
会
議
長
）・
松
浦
一
悦
（
松

山
大
学
経
済
学
部
教
授
）・
渡
部
明
忠
（
愛

媛
県
町
村
会
事
務
局
長
）
の
各
理
事
及
び

進
龍
太
郎
（
愛
媛
県
市
町
振
興
課
長
）・
大

西
裕
（
愛
媛
県
市
長
会
事
務
局
長
）・
酒
井

啓
司
（
税
理
士
）
の
各
監
事
、
向
井
出
納

役
等
。

　

白
石
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

議
長
に
は
定
款
に
よ
り
白
石
理
事
長
が
充

た
り
、
事
務
局
か
ら
議
案
説
明
及
び
報
告

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
議
決
及
び
了
承
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
愛
媛
県
市
町
連
携
事
業
助
成
事

業
へ
助
成
要
望
の
あ
っ
た
「
坊
っ
ち
ゃ
ん

劇
場
子
ど
も
芸
術
体
験
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
後
援
会
へ
の
助
成
に
つ
い
て
」及
び「
公

益
財
団
法
人
愛
媛
の
森
林
基
金
へ
の
助
成

に
つ
い
て
」
を
協
議
し
、
平
成
25
年
度
も

助
成
す
る
こ
と
を
了
承
。

　

ま
た
、
愛
媛
大
学
の
「
地
域
医
療
学
講

座
へ
の
寄
附
に
つ
い
て
」
も
協
議
し
、
平

成
25
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
寄
附
す

る
こ
と
を
了
承
。
愛
媛
県
市
町
連
携
事
業

助
成
事
業
及
び
地
域
医
療
学
講
座
へ
の
寄

附
は
、
補
正
予
算
の
対
応
と
し
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
報
告
は

次
の
と
お
り
。

◆
議　

事

第
1
号
議
案

　

平
成
25
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て　

第
2
号
議
案

　

平
成
25
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

◆
報　

告

第
1
号
報
告

　

職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て　

◆
そ
の
他

　
　

①
愛
媛
県
市
町
連
携
事
業
助
成
事
業

に
つ
い
て

　
　

②
地
域
医
療
学
講
座
へ
の
寄
附
に
つ

い
て

【
第
3
回
臨
時
評
議
員
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
白
石
勝
也
松
前
町
長
）
は
、
平

成
24
年
度
第
3
回
臨
時
評
議
員
会
を
3
月

19
日
㈫
午
前
10
時
30
か
ら
「
愛
媛
県
自
治
会

館
」
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、
白
石
理
事
長
、
大
城
一

郎
（
八
幡
浜
市
長
）・宇
髙
英
治
（
四
国
中
央

市
議
会
議
長
）・
松
澤
周
作
（
伊
方
町
議
会

議
長
）・
柏
原
準
（
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長

会
次
長
）
の
各
評
議
員
及
び
進
龍
太
郎
（
愛

媛
県
市
町
振
興
課
長
）・
酒
井
啓
司
（
税
理

士
）
の
各
監
事
、
渡
部
常
務
理
事
等
。

　

白
石
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

議
長
に
は
定
款
に
よ
り
松
澤
周
作
評
議
員

を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
録
署
名
人
に
大
城

一
郎
・
柏
原
準
の
両
評
議
員
を
指
名
。

　

議
長
は
、
議
案
審
議
に
入
り
、
事
務
局
か

ら
議
案
説
明
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
を

得
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
。

◆
議　

事

第
1
号
議
案

　

平
成
25
年
度
事
業
計
画
の
承
認
に
つ
い

て
第
2
号
議
案

　

平
成
25
年
度
収
支
予
算
の
承
認
に
つ
い

て

評　議　員　会

理　　事　　会

　

新
町
長
紹
介

　

任
期
満
了
に
伴
う
砥
部
町
長
選
挙

が
行
わ
れ
、
1
月
27
日
投
票
の
結
果
、

新
人
の
佐
川
秀
紀
氏
が
当
選
さ
れ
た
。

　

砥
部
町
長

　
　
　
佐さ

　
川が

わ

　
秀ひ

で

　
紀き

　
氏

　

前
号
の
新
町
長
紹
介
に
記
載
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
、

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

お
断
り
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平成25年度事業のあらまし
～ 市町村振興宝くじの収益金等を活用し、愛媛県内20市町の振興に寄与 ～

公益財団法人愛媛県市町振興協会
　当協会は、市町財政の厳しい環境に配慮し、的確な財政運営を実施していくとともに、市町の公共施設整備事
業等への資金融資、市町振興事業に対する助成及び人材育成のための研修等、次に掲げる事業を行います。なお、
市町村振興宝くじ販売促進事業については、関係団体の協力を得ながら行う。

事業名 事　　　　　業　　　　　内　　　　　容

資
金
貸
付
事
業

⑴　長期貸付事業
　貸付予定枠　　22億円
　貸付対象事業　　愛媛県知事と協議し同意又は許可を受け、あるいは届出をしている平成25年度一般単独事業（一般事業及び合

併特例事業等）とする。ただし、土木施設（排水施設を除く。）整備事業については、原則として対象としな
いものとする。

　貸 付 条 件　　貸付利率　　年３％（政府資金の貸付金利を基準とし、政府資金の貸付利息以下の率で理事長が定める。）
　　　　　　　　　償還方法　　半年賦元金均等償還
　　　　　　　　　償 還 日　　９月17日及び３月17日
　　　　　　　　　償還期間及び据置期間　　12年以内うち据置期間２年以内
⑵　短期貸付事業
　貸付対象事業　　当該年度内に行う必要がある緊急的な公共事業や災害防止対策事業
　貸 付 条 件　　貸付利率　　年３％（政府資金の貸付金利を基準とし、政府資金の貸付利息以下の率で理事長が定める。）
　　　　　　　　　償還方法　　一括償還証書貸付
　　　　　　　　　貸付期間　　単年度貸付（年度内償還）

交
付
金
の
交
付
事
業

⑴　市町交付金
　　　予算額　265,468千円
　　平成25年度オータムジャンボ宝くじ収益金を愛媛県が協会に交付する愛媛県交付金を財源として市町へ交付する。
⑵　基金交付金
　　　予算額　269,657千円
　　サマージャンボ宝くじ収益金をもって愛媛県が協会に交付する愛媛県交付金を積み立てる基金積立金の財源及び前年度収益
金の10％相当額を合わせて市町へ交付する。

　交付金の対象事業は、地方財政法第32条に規定する事業で、交付を受けた市町は、市町が必要とする当該事業に充当する。

市
町
振
興
助

成
事
業
　
　

⑴　市町連携事業助成事業
⑵　市町の振興に伴うイベント等助成事業
⑶　情報セキュリティ監査助成事業
⑷　メンタルヘルス対策事業助成金
⑸　災害見舞金

市
町
職
員
等

研
修
事
業
　

⑴　愛媛県研修所での研修事業
⑵　市町職員外国語研修事業
⑶　公会計改革研究事業
⑷　市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）及び全国市町村国際文化研修所（国際文化アカデミー）の受講に係る助成
⑸　関係団体研修事業等に係る助成

情
報
提
供

事
業
　
　

⑴　愛媛県市町要覧の発行
⑵　市町振興のための資料配付
　　「地方財政要覧」、「市町財政」、「公共施設状況調」、「市町村別決算状況調」等
⑶　地域づくり情報誌発行事業
　　「舞たうん」、「えひめイベントＢＯＸ」

そ
の
他

市町関係団体等への助成（愛媛県市長会・愛媛県町村会を経由）
　①　財団法人地域活性化センター年会費
　②　日本貿易振興機構（ジェトロ）愛媛貿易センター運営負担金
　③　松山空港利用促進協議会負担金

◎ 平成25年度市町村振興宝くじ発売概要
サマージャンボ宝くじ オータムジャンボ宝くじ

発 売 期 間 ７月12日㈮～８月２日㈮ ９月20日㈮～10月11日㈮
抽 選 日 ８月13日㈫ 10月18日㈮

発 売 額 サマージャンボ　780億円（前年度同額）
2,000万サマー　 270億円（前年度同額） 390億円（前年度同額）
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◆
は
じ
め
に　

　

久
万
高
原
町
は
平
成
16
年
8
月
1
日
、

久
万
町
、
面
河
村
、
美
川
村
、
柳
谷
村
の

1
町
3
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

標
高
2
5
0
m
～
1
0
0
0
m
に
集
落

が
あ
り
、
北
は
県
都
松
山
市
に
南
は
高
知

県
に
接
し
て
い
ま
す
。
面
積
は
5
8
4
㎢

で
愛
媛
県
一
の
面
積
を
有
し
て
お
り
ま

す
。人
口
は
9
，

7
8
6
人
（
平

成
25
年
2
月
）

高
齢
化
率
43
．

6
％
で
、
少
子

高
齢
化
の
波
が

激
し
く
今
後
も

人
口
減
少
が
心

配
さ
れ
ま
す
。

◆
久
万
高
原
を
と
り
ま
く
状
況

　

久
万
高
原
町
は
、
林
業
と
農
業
の
町
で

す
。
山
林
面
積
5
2
4
㎢
と
広
い
の
で
す

が
、
長
引
く
材
価
の
低
迷
と
後
継
者
不
足

で
か
つ
て
の
久
万
山
林
業
の
影
が
薄
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
で
は
地
の
利
を
活
か
し
た
高
原
野

菜
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
き
れ
い
な
水

で
作
っ
た
久
万
高
原
の
清
流
米
。
な
か
で

も
ト
マ
ト
は
、
41
年
の
栽
培
歴
を
持
ち
、

○久
桃
太
郎
ト
マ
ト
は
減
農
薬
、
減
化
学
肥

料
、
エ
コ
有
機
栽
培
を
取
り
入
れ
、
阪
神

市
場
を
中
心
に
販
売
し
て
お
り
農
業
の
柱

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
農
業

分
野
で
も
後
継
者
不
足
は
深
刻
で
す
。

　

そ
ん
な
な
か
で
、
明
る
い
話
題
は
昨
年

3
月
に
開
通
し
た
三
坂
道
路
で
す
。
昔
か

ら
久
万
山
の
材
木
や
炭
、
み
つ
ま
た
な
ど

を
馬
の
背
に
乗
せ
三
坂
街
道
を
馬
子
が
行

き
交
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
1
2
0
年

前
に
は
井
部
栄
範
翁
ら
が
、
材
木
を
京
阪

神
に
送
る
た
め
の
必
要
性
を
道
路
に
求
め
、

国
道
33
号
線
の
原
型
が
で
き
た
と
聞
き
ま

す
。
今
回
世
紀
の
大
工
事
に
よ
っ
て
久
万

高
原
町
と
松
山
市
が
30
分
で
結
ば
れ
る
と

い
う
夢
物
語
が
現
実
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
一
本
の
「
道
」
に
久
万
高
原

町
の
未
来
を
託
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

例
で
は
、
平
成
26
年
春
に
町
の
中
心
部
に

道
の
駅
『
天
空（
て
ん
く
う
）の
郷（
さ
と
）

さ
ん
さ
ん
』
が
オ
ー
プ
ン
を
控
え
工
事
が

進
行
中
で
す
。
こ
の
施
設
で
は
高
原
野
菜

や
特
産
品
の
直
売
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
で

食
事
の
提
供
、
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
町

内
の
様
々
な
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
紹

介
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

随想随想随想

久
万
高
原
町
議
会
議
長　

 

小
　
川
　
光
　
雄
　

　

一
方
で
は
、
町
外
の
若
い
世
代
に
是
非

久
万
高
原
町
民
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
思
い
か
ら
、
安
い
価
格
で
分
譲
宅
地

22
区
画
を
今
年
5
月
か
ら
販
売
す
る
予
定

で
す
。

◆
こ
れ
か
ら

　

久
万
高
原
町
の
大
き
な
課
題
は
、
基
幹

産
業
の
農
林
業
を
維
持
す
る
た
め
後
継
者

の
育
成
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。
ま
た
、

人
口
減
少
と
相
ま
っ
て
、
急
激
に
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
社
会
に
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
か
な
ど
な
ど
、
ま
さ
に
山
積
し
て
い

て
一
刻
の
猶
予
も
な
い
状
態
で
す
が
、
議

会
人
と
し
て
町
づ
く
り
に
携
わ
っ
た
経
験

と
、
議
長
会
を
通
じ
て
お
互
い
の
町
の
情

報
な
ど
を
交
換
し
合
っ
て
得
た
先
進
的
な

取
り
組
み
な
ど
、
目
か
ら
う
ろ
こ
の
よ
う

な
情
報
を
多
々
得
ま
し
た
。
久
万
高
原
町

に
対
す
る
外
部
の
方
々
の
見
方
は
、
私
達

住
民
の
目
と
は
全
く
違
っ
て
お
り
「
行
っ

て
み
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
、
自
然
の
豊

か
な
い
い
町
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
う
魅
力
を
私
た
ち

が
再
認
識
し
て
、
今
後
の
町
づ
く
り
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 ▲御三戸嶽（秋）

 ▲道の駅『天空の郷　さんさん』イメージ図

 ▲石鎚山ヒルクライム

 ▲三坂道路

大川嶺▶
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第13回定期総会次第
₁　開会のことば
₂　会長あいさつ
₃　感謝状伝達
₄　来 賓 祝 辞　（知事、県町村会長、県町村議会議長会長）
₅　議　　　　事
　⑴　報告第₁号　会務報告
　⑵　議案第₁号　監事₁名の補欠選挙について
　⑶　認定第₁号　平成23年度歳入歳出決算について
　⑷　議案第₂号　平成25年度会務運営方針及び事業計画について
　⑸　議案第₃号　平成25年度歳入歳出予算について
　⑹　議案第₄号　決　　議
₆　閉会のことば

　

県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
第
13
回
定
期

総
会
は
、
3
月
27
日
、
県
農
業
共
済
組
合

連
合
会
会
議
室
で
、
県
下
町
監
査
委
員
及

び
補
助
職
員
ら
23
人
が
出
席
し
て
開
催
さ

れ
た
。

　

総
会
は
、
渡
部
事
務
局
長
の
司
会
で
進

め
ら
れ
、片
岡
副
会
長（
内
子
町
代
表
監
査

委
員
）
の
開
会
の
こ
と
ば
に
続
い
て
、
上

甲
会
長
（
鬼
北
町
代
表
監
査
委
員
）
が
あ

い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　

次
い
で
、
来
賓
の
知
事
（
三
好
総
務
部

管
理
局
長
代
理
出
席
）
及
び
県
町
村
議
会

議
長
会
長
（
松
澤
副
会
長
代
理
出
席
）
か

ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

次
い
で
議
事
に
入
り
、
上
甲
会
長
が
議

長
と
な
っ
て
会
議
録
書
名
人
に
金
本
上
島

町
代
表
監
査
委
員
と
小
島
愛
南
町
代
表
監

査
委
員
を
指
名
し
た
あ
と
、
次
の
と
お
り

議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

⑴　

報
告
第
一
号　

会
務
報
告

　
　

一
同
了
承
。

⑵　

議
案
第
1
号　

監
事
1
名
の
補
欠
選

挙

　
　

選
挙
の
結
果
、
猪
上
定
幸
久
万
高
原

町
代
表
監
査
委
員
が
当
選
さ
れ
た
。

⑶　

認
定
第
1
号　

平
成
23
年
度
決
算

　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
一
同
了

承
。

⑷　

議
案
第
2
号　

平
成
25
年
度
事
業
計

画
⑸　

議
案
第
3
号　

平
成
25
年
度
歳
入
歳

出
予
算

　
　

以
上
の
2
議
案
を
一
括
議
題
と
し
、

事
務
局
か
ら
順
次
説
明
。
一
同
異
議
な

く
議
決
さ
れ
た
。

⑹　

議
案
第
４
号　

決
議

　
　

片
岡
副
会
長
が
別
掲
の
決
議
を
朗
読

し
満
場
の
拍
手
で
こ
れ
を
採
択
。

　

最
後
に
同
副
会
長
が
閉
会
の
こ
と
ば
を

述
べ
て
総
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

第
13
回
定
期
総
会
を
開
く

県
町
村
監
査
委
員
協
議
会　

決　　　　　議
　監査委員は、地方自治体の必置機関として置かれ、定期監査・例月
出納検査はもとより、住民監査請求や財政健全化審査に対応するため、
日々研鑽に励み、違法・不当の指摘にとどまらず、指導・予防に重点
を置いた監査の実施に努め、今まで以上に行政に対する住民の期待と
信頼の増進に応えなければならない。
　しかしながら、町における監査体制は、監査委員に課せられた義務
と責任を果たすには程遠い現状にあり、研修や事務局体制の充実強化
をはじめ、監査活動費の確保や監査委員報酬の適正化など監査機能の
充実強化が喫緊の課題である。
　よって、本日ここに、愛媛県町村監査委員協議会第13回定期総会を開
催するに当たり、われわれ監査委員は、相互の緊密な連携のもと、町
における監査機能の充実と監査体制の強化に向け、組織を挙げてまい
進することを表明する。
　以上、決議する。
　　平成25年₃月27日

愛媛県町村監査委員協議会　
第 13 回 定 期 総 会　

 

会
長
に
林
本
県
会
長
を
選
出

 

3
／
27
四
国
地
区
議
長
会
会
長
会

　
　
　

第
1
6
8
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
会
長
会
が
、3
月
27
日
、高
知
市
の
「
高

知
会
館
」
で
、
四
国
4
県
の
会
長
及
び
事

務
局
長
ら
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
は
ま
ず
、
地
元
高
知
県
の
土
居
会

長
、
次
い
で
四
国
地
区
会
長
の
蓬
香
川
県

会
長
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
規
約
の
定

め
に
よ
り
土
居
高
知
県
会
長
が
議
長
席
に

着
い
て
、「
議
事
」
に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
会
議
録
署
名
人
に
蓬
香
川
県
会

長
を
指
名
し
た
後
、
次
の
と
お
り
議
事
が

進
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　

議　
　

事

1　

平
成
25
年
度
各
県
事
業
計
画
及
び
予

算
に
つ
い
て

　
　

各
県
事
務
局
長
か
ら
、
資
料
に
基
づ

き
説
明
が
あ
り
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

2　

各
県
提
出
議
題
に
つ
い
て

　

①　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
会
長
人

事
に
つ
い
て
（
香
川
県
）

　

②　

第
54
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
研
修
会
に
つ
い
て
（
愛
媛
県
）

　

③　

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に

つ
い
て
（
高
知
県
）

　
　

以
上
の
3
題
に
つ
い
て
各
県
局
長
か

ら
問
題
提
起
が
あ
り
、
各
県
ご
と
に
状

況
説
明
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

3　

次
期
四
国
地
区
会
長
の
選
任
に
つ
い

て

　
　

林
本
県
会
長
が
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。

任
期
は
4
月
1
日
か
ら
1
年
間
。

4　

次
期
四
国
地
区
会
長
会
の
開
催
に
つ

い
て

　
　

次
回
は
香
川
県
で
開
催
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。
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町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

◉
義 

農 
祭

◉
松
前（
ま
っ
さ
き
）え
〜
と
こ
60
選
か
る
た

松 
前 
町

　

享
保
の
大
飢
饉
の
際
、
後
世
に
麦
種
を

残
す
た
め
、
自
ら
の
命
を
犠
牲
に
し
て
亡

く
な
っ
た
作
兵
衛
翁
を
し
の
ん
で
、
毎
年

こ
の
日
に
開
催
し
て
い
る
「
義
農
祭
」。
式

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

松
前
町
総
務
課
企
画
政
策
係

　

☎
０
８
９
︱
９
８
５
︱
４
１
０
３

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

松
前
町
文
化
協
会
事
務
局

　

☎
０
８
９
︱
９
８
５
︱
１
３
１
３

　

松
前
町
文
化
協
会
は
、
町
内
の
文
化
財

や
名
所
な
ど
を
紹
介
す
る
「
松
前
（
ま
っ

さ
き
）
え
〜
と
こ
60
選
か
る
た
」
を
作
り

ま
し
た
。

　

協
会
創
立
30
周
年
記
念
と
し
て
、
昨
年

4
月
か
ら
制
作
開
始
。
2
年
後
の
松
前
町

合
併
60
周
年
に
合
わ
せ
、
60
枚
1
セ
ッ
ト

と
し
、
町
内
3
校
区
か
ら
20
ず
つ
名
所
な

ど
を
選
び
ま
し
た
。
読
み
札
は
、
小
中
学

生
や
町
民
か
ら
公
募
し
た
5
0
0
余
り
の

中
か
ら
採
用
。
絵
札
は
文
化
協
会
西
公
民

館
絵
手
紙
部
の
協
力
で
作
成
し
ま
し
た
。

　

協
会
は
「
か
る
た
制
作
の
目
的
は
、
松

前
の
い
い
と
こ
ろ
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め

に
、
み
ん
な
で
共
有
し
て
保
存
し
て
い
く

こ
と
。『
ま
』
が
2
つ
あ
っ
た
り
、『
さ
』

が
な
か
っ
た
り
と
、
お
手
つ
き
お
誘
い
か

る
た
の
よ
う
で
遊
び
方
も
面
白
い
。
今
後

は
、
3
世
代
交
流
か
る
た
大
会
、
文
化
財

ツ
ア
ー
、
紙
芝
居
な
ど
に
展
開
し
、
忘
れ

ら
れ
な
い
よ
う
に
努
力
し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

◦
日
時
／
4
月
23
日
㈫　
10
時
か
ら

◦
場
所
／
義
農
公
園

典
の
ほ
か
、餅
ま
き
、義
農
太
鼓
や
伊
予
万

歳
な
ど
の
伝
統
芸
能
発
表
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
外
の
特
産
品
を
販
売
す
る

「
ふ
る
さ
と
市
」
で
は
、松
前
特
産
の
小
魚

な
ど
の
海
産
物
、
近
隣
の
生
産
者
が
持
ち

寄
っ
た
野
菜
、
果
物
、
花
な
ど
を
販
売
し

ま
す
。
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◉
い
か
ざ
き
大
凧
合
戦

内 

子 
町

　

約
4
0
0
年
の
歴
史
を
持
ち
県
の
無
形

民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
「
い

か
ざ
き
大
凧
合
戦
」。

　

目
玉
の
1
0
0
畳
凧
揚
げ
を
は
じ
め
、

初
節
句
行
事
、
和
太
鼓
演
奏
、
凧
お
ど
り

や
、
午
後
か
ら
は
数
百
統
の
凧
が
絡
み
あ

う
伝
統
行
事
「
凧
合
戦
」
な
ど
を
行
い
ま

す
。

●お問い合わせ先
　内子町町並・地域振興課
　☎ 0893-44-2118

◦
日
時
／
５
月
5
日
㈰　
8
時
か
ら

◦
場
所
／
内
子
町
五
十
崎

 

　

 

豊
秋
河
原 　
　

　

当
日
は
初
心
者
の
方
で
も
貸
し
凧
を
借

り
て
凧
合
戦
に
参
加
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課 

砥
部
焼
観
光
係

　

☎
０
８
９
︱
９
６
２
︱
７
２
８
８

日
常
雑
器
か
ら
高
級
品
ま
で
総
点
数
₁₀
万
点
！

◉
第
30
回
砥
部
焼
ま
つ
り

◦
日
時
／
4
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

砥
部
町

　

4
〜
5
割
引
の
超
目
玉
格
安
品
の
即
売
や
、

今
年
は
30
周
年
感
謝
祭
と
し
て
、
5
，
0
0
0

円
以
上
お
買
い
上
げ
の
人
を
対
象
に
沖
縄
旅
行

な
ど
が
当
た
る
「
大
抽
選
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

第
1
会
場
で
は
、
ラ
ジ
オ
で
お
な
じ
み
の
小

林
真
三
さ
ん
に
よ
る
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｄ
Ｊ
」
を

放
送
し
ま
す
。

︻
第
1
会
場
︼

◦
砥
部
町
陶
街
道
ゆ
と
り
公
園

　

砥
部
焼
大
即
売
会（
総
点
数
10
万
点
）／
超
目

玉
格
安
品
の
即
売（
2
日
間
で
5
，0
0
0
点
）

／
県
内
物
産
即
売
会
／
絵
付
け
体
験
・
ろ
く
ろ

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
／
砥
部
焼
の
里
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
／
ご
当
地
キ
ャ
ラ
イ
ベ
ン
ト（
21
日

の
み
）／
お
茶
席
／
バ
ザ
ー

︻
第
2
会
場
︼

•
砥
部
焼
伝
統
産
業
会
館

•
砥
部
町
商
工
会
館

　

砥
部
焼
新
作
展
2
0
1
3
／
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
／
物
産
即
売
会
／
砥
部
焼
の
里

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

※
車
で
お
越
し
の
際
は
、
砥
部
町
陶
街
道
ゆ
と

り
公
園
の
駐
車
場
へ
。
第
2
会
場
ま
で
は
巡

回
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子どもとサイコロゲームをするとべっち 大即売会の様子
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強
い
交
渉
力
で

　
『
ホ
ウ
ー　

ホ
ケ
キ
ョ
ウ
！
』
甲
高
い
鶯

の
声
が
、
黄
砂
の
来
な
い
朝
の
澄
ん
だ
空

気
に
響
く
。
梅
と
鶯

4

4

4

の
取
り
合
わ
せ
は
花

ガ
ル
タ
の
世
界
？
。
強
風
・
寒
さ
・
夏
日
と

日
替
わ
り
の
異
常
気
象
が
過
ぎ
た
後
、
鴬

の
鳴
き
声
は
、日
本
の
四
季
“
春
”
を
告
げ

る
よ
う
で
一
段
と
新
鮮
に
感
じ
る
。

　

一
寸
間
を
お
い
て
鳴
く
『
ホ
ウ
ー　

ホ

ケ
キ
ョ
ウ
！
』
を
聞
き
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
も
軽
や
か
に
な
る
。
桜
の
開
花
と

と
も
に
春
の
訪
れ
は
着
実
。今
冬
、
か
つ
て

な
い
豪
雪
で
大
変
な
お
も
い
を
さ
れ
た
地

域
へ
も
、
後
少
し
で
春
が
到
着
す
る
。
頑

張
っ
て
！
。

　

さ
て
、
春
一
番
そ
の
動
向
が
気
に
な
る

の
は
、わ
が
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携

協
定
）
へ
の
交
渉
参
加
で
あ
る
。太
平
洋
を

囲
む
現
在
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
メ
キ
シ

コ
、
ペ
ル
ー
、
チ
リ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
ブ
ル
ネ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
約

6
億
5
千
万
人
。
日
本
が
こ
れ
に
加
わ
る

と
人
口
で
約
8
億
人
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
世
界
の

約
38
％
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

日
本
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
る
国
内
影

響
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
3
兆
2
千
億
円
（
試
算
）

押
し
上
げ
る
。
現
関
税
率
10
％
以
上
で
国

内
生
産
額
10
億
円
以
上
の
米
、
小
麦
な
ど

農
林
水
産
33
品
目
の
影
響
試
算
と
し
て
は
、

3
兆
円
減
少
の
見
積
り
（
3
月
15
日
政
府

発
表
）。

　

わ
が
国
の
現
在
食
料
自
給
率
39
％
（
カ

ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
は
、か
つ
て
45
％
ま
で
引

き
上
げ
を
目
指
し
て
い
た
も
の
が
、
こ
の

度
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
っ
て
、
逆
に
約
10
％
下

が
る
こ
と
に
な
る
。
価
格
ベ
ー
ス
に
し
て

も
然
り
で
あ
る
。

　

国
内
に
は
、
埼
玉
県
の
面
積
と
同
じ
約

40
万
㌶
の
耕
作
放
棄
地
が
現
存
し
、
平
均

66
歳
と
云
う
農
業
就
業
者
の
高
齢
化
と
併

せ
て
後
継
者
不
足
。
か
つ
て
の
主
役
で

あ
っ
た
地
方
は
、
今
や
少
子
高
齢
化
と
限

界
集
落
の
出
現
な
ど
が
事
実
で
あ
り
、
現

下
の
農
業
環
境
は
極
め
て
先
行
き
厳
し
い

局
面
で
も
あ
る
。

　

関
税
撤
廃
に
伴
う
対
応
策
が
、
こ
の
よ

う
な
地
方
の
シ
フ
ト
を
完
全
に
良
好
へ
転

換
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
心
の
故
郷
ま

で
失
う
よ
う
で
あ
っ
て
は
、
T
P
P
効
果

以
上
に
大
切
な
も
の
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
食
料
確
保
は
、
生
産
輸
出
国
の

気
象
と
政
治
背
景
に
よ
っ
て
も
難
し
い
状

況
に
な
る
。
か
つ
て
の
大
豆
、
小
麦
事
件
、

レ
モ
ン
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
食
の
安
全
が

気
に
な
り
思
い
出
す
。

　

近
い
将
来
、「
水
」
確
保
と
こ
の
「
食
料
」

は
、「
核
」
以
上
に
“
戦
略
”
に
な
る
品
目

で
あ
る
こ
と
を
怒
々
忘
却
し
て
は
な
る
ま

い
。ま
た
農
水
産
物
以
外
の
「
国
民
皆
保
険

制
度
」
の
堅
持
な
ど
今
回
「
聖
域
」
と
称
す

る
も
の
は
、
交
渉
そ
の
も
の
に
あ
る
。

　

交
渉
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

交
渉
は
、
回
数
で
な
く
今
後
の
中
身
に
あ

る
。
是
非
と
も
関
係
者
の
『
日
本
の
農
業
、

安
全
な
食
を
守
る
。』『
強
い
交
渉
力
で
国
益

を
守
る
』
を
確
信
し
た
い
。

�

（
Ｔ
）

　
「
我
が
意
志
を
吐
露
す
る
は
、

　
　
　
　

各
自
由
人
の
権
利
な
り
」

�

　
（
ホ
メ
ロ
ス　

ギ
リ
シ
ャ
の
詩
人
）

一

筆

3
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
人
事
試
験
に
関
す
る
講
習
会
、

（
公
財
）愛
媛
県
国
際
交
流
協
会
第
2
回

理
事
会
、
愛
媛
県
消
防
協
会
第
3
回
理

事
会

▽
3
日
＝
大
洲
市
消
防
出
初
式

▽
5
日
＝
愛
媛
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協

議
会
定
期
総
会
、
ダ
ム
所
在
・
発
電
関

係
市
町
事
業
推
進
等
研
究
会
、
水
道
事

業
推
進
等
研
究
会
、
山
村
振
興
事
業
推

進
等
研
究
会
、
全
国
町
村
下
水
道
推
進

協
議
会
愛
媛
県
支
部
研
究
会
、
水
産
業

振
興
事
業
推
進
等
研
究
会

▽
6
日
＝
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
長
期
貸

付
申
込
受
付

▽
7
日
＝
都
道
府
県
町
村
会
政
務
担
当
職

員
研
修
会
（
8
日
ま
で
）

▽
13
日
＝（
財
）全
国
市
長
振
興
協
会
評
議

員
会
、（
公
財
）愛
媛
県
畜
産
協
会
第
2

回
理
事
会

▽
15
日
＝
第
72
回
国
民
体
育
大
会
愛
媛
県

準
備
委
員
会
第
8
回
施
設
専
門
委
員
会
、

同
第
11
回
総
務
専
門
委
員
会

▽
17
日
＝
西
条
市
消
防
観
閲
式

▽
18
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

第
2
回
理
事
会
、
愛
媛
県
林
業
労
働
力

育
成
協
議
会
、
日
本
下
水
道
事
業
団
評

議
員
会
、
教
育
基
本
計
画
部
会
（
第
25

回
）
中
教
審

▽
19
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

第
3
回
評
議
員
会
、
清
掃
事
業
推
進
等

研
究
会
、
愛
媛
県
市
町
各
種
事
業
総
合

協
議
会
定
期
総
会
、
愛
媛
県
町
村
会
第

5
回
全
員
連
絡
会

▽
21
日
＝
第
72
回
国
民
体
育
大
会
愛
媛
県

準
備
委
員
会
第
9
回
常
任
委
員
会
、（
公

財
）え
ひ
め
農
林
漁
業
担
い
手
育
成
公

社
第
2
回
理
事
会

編
集
後
記

　

人
事
異
動
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

会
う
は
別
れ
の
始
ま
り
と
申
し
ま
す
が
、

異
動
さ
れ
る
方
々
に
は
、
ま
た
逢
う
日
ま

で
お
元
気
で
。
い
ろ
い
ろ
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

◇

　

考
え
て
み
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
何
人
の
方

と
お
目
に
か
か
り
、
お
世
話
に
な
っ
て
き

た
こ
と
か
。
有
難
い
こ
と
で
す
。
感
謝
。

◇

　
「
一
期
一
会
」、「
袖
振
り
合
う
も
多
生

の
縁
」
と
い
う
言
葉
が
僕
は
大
好
き
な
ん

で
す
が
、
こ
う
し
た
「
え
に
し
」
を
大
切

に
、
こ
れ
か
ら
も
励
ん
で
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

◇

　

さ
ぁ
新
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
ど
ん
な

新
た
な
出
会
い
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
、
楽
し
み
で
す
。

▽
22
日
＝
都
道
府
県
市
町
村
振
興
協
会
事

務
局
長
会
議
、
平
成
24
年
度（
公
財
）愛

媛
の
森
林
基
金
第
4
回
理
事
会
、
愛
媛

県
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
等
推
進
委
員

会
▽
23
日
＝
自
民
党
県
連
第
57
回
定
期
大
会

▽
25
日
＝
四
国
4
県
町
村
議
会
議
長
会
事

務
局
長
並
び
に
担
当
者
会
、
第
1
6
8

回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会
長
会

▽
27
日
＝
愛
媛
県
農
業
会
議
第
98
回
通
常

総
会
、
同
3
月
定
例
常
任
会
議
員
会
議
、

愛
媛
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
会
計
監

査
、
同
第
13
回
定
期
総
会

▽
29
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
第
2

回
臨
時
会


